
広
報 2003 

No.550号
μ門
H
M門
1
1
1

表紙に~t宣言:…
長浜町人権 問和教育推進大会

伊予路てくてくがやってきた

いんふおめーしょん

保健センターからのお知らせ

年金コーナー

人権詩 。長浜町内の神社の絵馬①

ルポ文芸表彰

長浜高校にズームイン l

すまんが

NHKの情報番組「伊予路てくてくjが、長浜町か

ら生中継されました。(3ページに関連記事)
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2月1日、町体育館で平成14年度長

浜町人権。同和教育研究大会が開催され、

教育関係者ら約300人が参加しました。

閉会行事~::: ~ Iき続き、人権作文発表、

人権啓発映画視聴、講演が行われました

ので、その概要をご紹介します。

輔
生
小
学
校
六
年

小
森
韓
関
輔
さ
ん

掃
し
い
私
へ
」

O
要
旨
「
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
傷
つ

い
て
い
た
と
き
、
優
し
い
言
葉
を
か
け

て
く
れ
た
友
だ
ち
が
い
た
。
一
緒
に
考

え
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。
私
も
、
人
の
相
談
に
の
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
。
」

長
浜
中
学
校
三
年

松
関
莱
明
利
子
さ
ん

「
四
酉
朝
鮮
初
中
級
学
校
に学

ん
で
」

。
要
旨
「
過
去
に
、
日
本
人
が
朝
鮮
人

に
日
本
語
を
話
す
よ
う
強
制
し
た
り
、

学
ぶ
権
利
を
奪
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と

を
知
っ
た
。
二
度
と
同
じ
過
ち
を
犯
さ

ず
、
過
去
を
忘
れ
ず
に
し
っ
か
り
と
生

き
て
い
き
た
い
己

長
浜
高
校
=
一
年山

田
真
由
さ
ん

「
い
じ
め
」

O
要
骨
「
人
を
い
じ
め
た
こ
と
も
あ
る

し
、
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
い

じ
め
ら
れ
た
と
き
、
私
を
救
っ
て
く
れ

た
の
は
友
だ
ち
だ
っ
た
。
い
じ
め
に
よ

る
引
き
こ
も
り
や
自
殺
が
増
え
て
い
る
。

「
い
じ
め
絶
対
反
対
1
E

小森美穂さん

「
棄
顔
の
心
で
」

5
え
び
す
食
堂
幸
せ
ぱ
な
し

5

「
調
査
会
社
に
勤
め
る
、
主
人
公
が
部

落
差
別
と
直
面
し
、
円
ら
の
予
断
と
偏

見
を
解
き
放
と
う
と
す
る
が
。
:
。
」
差

松岡莱荊子さん

別
し
て
い
る
側
、
差
別
を
な
く
そ
う
と

し
て
い
る
側
、
差
別
を
見
抜
け
な
い
で

い
る
側
な
ど
、
様
々
な
人
物
が
校
一
場
。

人
が
幸
せ
に
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
、
お
互
い
が
話
し
合
い
、
支
え

合
う
こ
と
が
ど
う
し
て
大
切
な
の
か
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

溝
題
「
輝
い
て
生
き
る
た
め
戸
と

撞
持
儒
叩

E
-
z
n
H
A
M』
Ml

解
放
社
会
学
研
究
所

所
長
江
嶋
修
作
先
生

「
人
が
人
を
差
別
す
る
行
為
に
は
、

-
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
正
当

性
(
根
拠
)
が
な
い
こ
と
と
、
後
ろ
め

た
さ
、
醜
さ
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
で
あ

る
。
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
、
理

向
も
根
拠
も
な
い
の
に
差
別
を
す
る
人

が
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、
『
人
を
差

別
し
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
」
哀
れ

な
人
生
を
送
っ
て
い
る
人
が
、
た
く
さ

山口真由さん

ん
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
「
い

じ
め
」
も
「
差
別
」
も
同
じ
メ
カ
ニ
ズ

ム
。
大
人
が
差
別
を
無
く
さ
な
い
と
い

じ
め
は
無
く
な
ら
な
い
。
「
人
」
と
し

て
の
誇
り
を
持
っ
て
生
き
よ
う
!
」
と

の
講
演
が
、
結
婚
差
別
事
例
を
交
え
な

が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
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「
実
態
的
差
別
は
大
幅
に
解
消
さ
れ

た
が
、
社
会
意
識
面
で
は
、
依
然
と
し

て
非
合
理
的
な
因
習
意
識
や
心
理
的
差

別
が
あ
り
、
克
服
さ
れ
る
べ
き
課
題
は

今
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。
二
十
一
世
紀

を
真
の
「
人
権
の
世
紀
」
と
す
る
た
め

に
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
。
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
行
政
・

諸
国
体
と
の
緊
掃
な
連
携
の
も
と
、
一

切
の
差
別
を
許
さ
ず
、
明
る
く
住
み
よ

い
町
守
つ
く
り
の
実
現
に
努
め
る
。
」
こ

と
が
、
力
強
く
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

講演を行う江嶋先生

大会宣言を読み上げ、る

武元幸子さん
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-(1 
ウエストナイ熱というのは、多くの方にとって初めて見聞する病名だと思います。というのも、この病

気LH!080%が不顕性感染であり、これまで日本国内での患者発見はありません。しかし、現在アメリカで、流1Jがみられ

ており、将来は日本への以人が懸全きれています三

この病気の病原体はウエストナイルウイルスで、ウイルスに感染した蚊(イエ蚊やヤ7蚊等)によって媒介されます。

現在は予防のためのワクチンがないので、予防は蚊に刺されないことしかありません。そして、もし発病した場合の治

療は対症f憲法のみに限られます。

以下に¥ウエストナイル熱の概要を挙げてみますので、蚊の発生
防止に心がけてください。

転iぎ鎗先の本文

合る ウ

病原体と感染経路は卜記のとおりです。人から人への感染はありませんJ

喝建議F

曜鑑嘩E寄;献期肌制向佐山2ト刊~斗l凹4叩日B(普削通削iHl2~ト~叩州6叩川日削)川で汁す
突然の発;熱~~主~ (3ω9度以上)で発症し、主な也山1村状山f犬幻は土、 3 " 6日間の発熱、頭痛、背部の出v1;-、筋肉痛、食欲不振などで

す。また、約r数で胸部、背、上枝に発彦が見られますc通常、リンパ川町しも見られます。

なお、ウイルスの感染を受けた人のっち、 80%の人は無症状ですが、
的100は重篤な症状(脳炎)を呈します。 μ

F
 

予防のためにできること

蚊に刺されないようにするために以下のことを実行しましょう。

①外へ出る時l立、できる隈D畏抽、長ズボンを身iこ
ける。

②露出している皮膚への蚊除け剤の健用。
③網戸の取b1寸11によって蚊の慢入を防ぐ。
④蚊の発生を;J説5すため、パケツ、古タイヤ立どを含

めて水潜りができないよう、これ5の7Jてを空にする。

長浜町では、蚊の発生は4月ころの所が多いようですが、比較的暖かい

地区(出海など)では、昨年は3月に発生が見られたそうですc今から拾何万止に心がけましょう二
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(ふれあい~f@W!~ w;向日諸島!躍の'~.""，...!'..，ケ士 プ
叱 〕 V 日〉叫J"''''-='¥::::JV ノ包 土朝、家墨結婚隼縦長言醸造苦e:縦震につlJで

.~ 4月 1 日~月 2 日まで(無料)春の山草展 審 引い H V IJ 血 Hd、」、六~'1寸/

役場税務課では、地方税の改正により、納税;廷に固定資産の土

年年このI時期 に 開 催 し て い る 地 家屋価格手縦覧帳符(町内の他の:I地 家屋の価怖を比較す

恒例の山草展。 ることができる。)を、 4月 1日¥♂片 2l::1までの期間(午前 8

ふれあい花の会の皆さんが、 時30分一一午後 δ時) J医科で縦覧できます。また、固定資産税課税

日ころから丹市£込めて育てられ台帳も、従来どおり縦覧できます。(ただし、土曜日・日附 IJ・

てきた春のち:花宏、約200点展祝日は縦 覧できません。)

示します心ぜひご鑑賞ください。 平成14年 1f 1 に 、 家 屋 の 増 築 や 取 引 哀 し を し た 人 、 ま た は、

E期間] :3月 25日-3月 30日土地・家 犀の相あし贈与・売買などご所有権の変わった人は、資

(午前合時~午後 5時) 産 が 間 違いなくを討され

E場所〕ふれあい会館ギャ干ラリーているか、この機会にぜ

ひ何'f;]ij;忍をしましょう。

※縦覧のi麗{こ{志、必ず印

鑑をご持 参 <1どさい。

その他詳し〈崎、役場

税務課固定資産税係(官5

~，;，:::::，:斜宇野:~~~:::::::::::::::::::奇拐容。3ザ苛回:::詰:~~~詰正~::::::::宇::::::~:::::::噌4 ・::::::在司

法務面警察横議黒字壁
3 島手設 at

~大洲警察署~

おでま

h

刊

さ

a
q
u」

0

・J
2

〈

幅

せわ

け

合

唱

E

B

L

-
閏
司

町
J

』

圃

H
P

志

間

乳

、
者

話

偶

力

電

配

罫

惑

、

内

述

一

庭

、
カ
家

物
一

薬

ト

め

、
ス
じ

同

、

い

力

法
暴

雨

力
質

暴

行問題号-ご悩んでいる )fは、遠

I蓄なくご中日立炎くだ、さしミ。

日時] 3月山(水)守二段 2i新刊情報です ~長浜岡立図書館~
時- 5時( 毎月第 2水曜日。な

お、本署では随時受け付けてしぺ 書名 著者

ます。) : 0ちょうちょ地雷

{場所1長浜交番 ジーノ・ストラダ
【お問い合わせ】大洲警察署; o.tきちひろへの旅(r_ .下)

(借24-0110) または、長浜支番 g

山知子(宮52-1015) まで。

0同解和平 日本の文化

中j宰 (中弘

もしろ 日本音楽の楽しみ方

釣谷真弓

O世界と日本の大図解

中日新聞東京本社師

大掛j保健所からの
せ

女性の健康相談

I日日主] 3月20日 (木)

午依 4時'_ 5 s寺

{場所}大沙H保 健 所
図書簡に、今話題の料理週刊誌

のしあわ昔Cookin凶が入っています!

おいしくて刊¥にいい!それな

のにとっても簡単なレシピや

曜の堂本を、服部情養喧門学校

理事長で校長である服部先生自

らが手ほどき、毎日の食卓にす

思春期保健相談

[ EI 00] 3月27日 (オミ)

午 後 1時-4 S'l' 
p易月r] メ;羽町

Eお問い合わせ E 予約先】大洲 i ぜひご来館くださいo L EF:遭必盟三 ! 
保{建所(宮 24-3165)まで。‘

※上司、ともに要電話予約。無 jく役;ιつ魅力いっぱいの'1首相liが

判。 !満載で、すω

5 



府
抑
制
醐
人
地
時
間
臨
属
続

開
国
民
年
金
の

同
ゆ
納
め
ま
し

[寺、仰ぐ品川うに 芝生4
でろで 何

、守二そく

V

一
ぐ
う
す
る
わ

6 

戸、dlB，_7自)

名手{j三;)) Jは「存予全国火災予防運動」が行われます。平成15
年は、依然と Lて多発する高齢者等の死斉の低減を tcH旨す「住

宅防火対策」や大都市において深刻な問題にある「放火火災予

防対策」、老朽化消火器による「消火器事故防止対策」、春先に

多発する傾向にある「林野火災予防対策」ゃ「乾燥時及び強風

時の火災発生防止対策」の 5つを重点目標として、 3月 1日~

7 13の問、地域一体となった消防訓練、防火講習会、防火指導、

各種広報などが積極的に行われます。



一
人

一
「
見
た
こ

一
私
は
祖
父
の
左
腕
を

一
見
た
こ
と
が
な
い

一
大
き
な
ト
八
さ
な
鉛
玉
が

一
奪
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

一
祖
父
は
私
に
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
く

一
工
こ

四

2
?
q
J
/〆

一
生
き
る
つ
ら
さ
、
か
な

L
A

一
そ
し
て
笑
顔
を
取
り
戻
す
た
め

一
何
年
も
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と

一
今
世
界
で

一
た
く
さ
ん
の
血
が
流
れ

一
多
く
の
一
慌
が
流
れ
て
い
る
現
実
を

一
桐
父
は
ど
う
思
っ
て
見
て
い
る
の
だ

一
ろ
う
カ

一
ゑ
糊
川

権

詩
な
い
樫

中
学
一
一
年
生 (

竹
川
年
護
人
権
作
文
集
よ
り
)
一

辺
雲
閣
の
花
」

中
学
一
一
年
生
一

あ

は

は

一

い

ひ

ひ

一

み

ん

な

で

築

つ

だ

一

笑
顔
に
な
っ
た

み

ん

な

の

美

顔

は

一

き

れ

い

に

化

咲

い

た

一

-
面
が
花
畑
に
な
っ
た

す
る
と
一
本
の
虹
が
か
か
っ
た

世
界
中
か
ら
笑
顔
の
花
が

ま

た

一

人

ま

た

一

輪

一

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

あ

は

は

一

い
ひ
ひ

実

顔

が

満

開

に

な

り

一

世

界

が

一

つ

の

一

笑

顔

の

花

仁

な

一

コ

た

周

※
ア
モ
ン
さ
ん
(
ケ
ニ
ア
山
身
)
を
一

思
い
出
し
な
が
ら
作
っ
た
詩

シリ

井
町
内

(
下
鎮
戒
)

長
浜
町
内
の
神
社
に
は
、
す
ば
ら
し
い
「
絵
馬
」
が
た
ぐ
さ
ん
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
月
か
ら
九
囲
に
分
け
て
、
こ
れ
ら
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

長
浜
町
内
の
文
化
財
や
名
所
旧

跡
の
写
真
を
撮
っ
て
い
た
と
き
の

こ
と
で
あ
る
。
神
社
の
い
テ
引
を
揃
っ

て
い
て
、
す
ば
ら
し
い
絵
馬
が
多

く
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
り
そ

こ
で
、
町
内
を
く
ま
な
く
回
っ
て

神
社
の
絵
馬
の
当
官
ベ
も
掘
る
こ
と

に
し
た
の

左
の
表
を
兄
て
い
た
だ
き
た
い
。
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も
し
や
銘
刀
?

ー
青
島
神
社
で
太
刀
発
見
1

こ
の
ほ
ど
、
青
島
神
社
(
青
島
)
の

神
殿
奥
か
ら
大
き
な
万
が
見
つ
か
っ
た
。

発
見
者
は
官
総
代
の
後
藤
孝
雄
さ
ん
。

「
見
た
こ
と
も
な
い
大
き
な
万
に
驚
い

た
。
」
と
そ
の
時
の
様
子
を
振
り
返
る
。

「
昨
年
秋
の
大
祭
の
日
、
普
段
は
見

る
こ
と
も
な
か
っ
た
神
殿
奥
を
掃
除
し

よ
う
と
入
っ
た
と
こ
ろ
、
鞘
と
万
身
が

別
々
に
立
て
か
け
て
あ
る
の
を
発
見
し

た
。
島
に
は
、
万
の
存
在
の
噂
は
あ
っ

た
が
、
確
認
で
き
た
の
は
今
回
初
め
て
。

長
さ
一
一
八
・
九
却
の
こ
の
太
万
、
専

門
家
に
よ
る
と
江
戸
中
期
の
も
の
と
の

こ
と
。
文
献
は
な
く
、
相
当
古
い
も
の

で
あ
る
こ
と
以
外
は
、
ご
神
体
な
の
か

奉
納
さ
れ
た
も
の
な
の
か
も
不
明
だ
。
」

と
話
さ
れ
て
い
た
。

事例発表を行う出海保育所
読書クループの皆さん

活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う

1
読
書
活
動
の
つ
ど
い

1
青島神社で発見された太刀

(台座は後藤さん手製)

一
一
月
八
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
、
長

浜
町
読
書
活
動
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、

町
内
読
書
グ
ル
ー
プ
の
会
員
や
読
書
愛

好
者
ら
約
七
十
人
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
出
海
保
育
所
読
書
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
親
子
読
書
の
活
動
事
例
発
表

や
、
全
員
で
の
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
、
生
涯
学
習
推
進
講
師
の

光
藤
由
美
子
先
生
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
、
「
子
ど
も
が
尖
際
に
本
を
読
む
ま

で
に
、
お
話
を
聞
い
て
想
像
す
る
訓
練

が
で
き
る
と
、
本
の
世
界
に
入
っ
て
行

き
や
す
い
:
と
と
の
話
に
、
参
加
者

ら
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

立
化
財
を
守
号
フ

ー
出
石
寺
で
消
防
設
備
点
検
1

一
一
月
十
一
一
目
、
川
一
七
土
中
で
消
防
設
備

点
検
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損

し
た
日
(
一
月
二
十
六
日
〈
昭
和
二
十

四
年
〉
)
を
「
丈
化
財
防
火
デ
l
」
と

定
め
、
こ
の
口
を
中
心
に
全
問
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
「
丈
化
財
防
火
運
動
」

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

こ
の
日
は
、
国
の
重
要
文
化
財
の
銅

鐘
な
ど
を
有
す
る
出
石
寺
で
、
消
防
長

浜
支
署
職
員
ら
が
、
消
火
器
や
消
火
栓
、

非
常
灯
な
ど
、
各
種
消
防
用
設
備
の
点

検
な
ど
を
行
っ
た
。

直
11 直J
皇~
自画

出石寺で行われた消防設備点検

願
ふ
事
同
じ
友
あ
り
年
明
く
る

一
目
菊

梅
ケ
香
や
水
車
数
日
動
か
ざ
る

願
成
守
の
ぼ
る

風
が
採
み
波
が
採
み
た
る
石
草
採
り

清

水

禎

子

有
明
の
月
を
残
し
て
山
眠
る

平

井

松

子

菊
を
焚
く
惜
命
の
香
に
咽
て
を
り

都

築

い

ち

子

買
初
め
の
干
支
の
士
鈴
に
夢
ひ
と
つ

久

保

裡

子

有
明
の
月
と
連
れ
立
つ
霜
の
道

上

回

孝

子

わ
だ
か
ま
り
じ
ん
わ
り
解
け
て
根
深
汁

谷

本

一

善

H
U

白
滝
小
学
校

H

お
日
さ
ま
は
U
ナ
ね
早
お
き
健
康
第
一

五

年

上

満

タ

梨

乃

玄
関
前
く
つ
で
調
べ
る
雪
の
量

五

年

尾

上

大

キ支

雨
上
が
り
水
た
ま
り
の
中
空
の
色

五

年

鎌

田

愛

美

霜
が
降
り
か
た
く
な
っ
て
る
パ
ン
ジ
ー

の

苗

一

九

年

児

玉

洋

樹

お
正
月
騒
ぎ
に
騒
い
だ
四
人
兄
弟

五

年

高

石

奈

歩

通
学
路
ジ
ロ
ッ
と
に
ら
む
雪
だ
る
ま

五

年

徳

目

安

紀

車
庫
の
中
つ
ら
ら
が
い
っ
ぱ
い
ど
う
く

つ

だ

五

年

徳

田

耕

太

郎

烏
た
ち
の
巣
づ
く
り
は
じ
ま
り
春
が
来

る

五

年

二

宮

葵

家
の
中
笑
っ
て
み
て
い
る
雪
だ
る
ま

五

年

東

大

飛
行
機
に
初
め
て
乗
っ
た
夏
休
み

五

年

別

宮

一
本
線
結
ん
で
消
え
る
飛
行
機
雲

五

年

宮

本

J毎i
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矢

野

克

き

四
園
地
区
体
育
指
導
委
員

協
議
会
会
長
表
野

ー
地
域
の
体
育
@
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
功
績
1

一
凡
二
十
冗
目
、
高
松
市
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
四
回

四
同
地
区
体
育
指
導
委
員
研
修
会
の
席
卜
一
、
体
育
指
導
委

員
の
矢
野
屯
さ
ん
(
長
浜
・
六
五
)
は
、
多
年
に
わ
た
り

地
域
の
体
育
園
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
川
悶
地
区
体
育
指
導
委
貝
協
議
会
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
たねね

うで谷寧々ちゃJv(仁久)
機鱗議難航縄f 磁覇繍 平成14年 3月22日生まれ

袋一品謹閉園鵬欝払講一. 人て た の な い 病
際機盟国・E議畿通麟欝護運醸畿圏 f中ねや 。原豆町た院や
:つ翠震欝麹盤底輔副E伊藤宮 良〔ざ しミいのでさ
十受麟議璽勝二懇曹際写(欝翼 手ぉ L を人とよし
いさ i藤毅薮綴癒 z輔さ:嬢勲町炎ふ綴γ トぷ議離醤許 P暗部;遺品 、て三手にかiiく 込に二くし、

i f37R13長選;11主ZE竺号室完J i 
震隣接論鋒守 地 :藤議議長鞠孟 r 三ん女 名て」ーんが
務溌説町、首 i置酷 繍力 JFJ えご性 fJほ杭ねす ・
鱈ぷ咲きI'理軽三三ふらに けしの」る
機嘉義墨聡 (ポ繋警察掴三三， ~付亡とな まいよしし
護霊彊¥ー禁法翠覇 三つ しとうて、:

イ〉?I:X~~ 長議轟主E右
釘

鹿島

主主ひヲ
盤

長;同点族館に珍しい生き物がやず〉てきました。全身が透き

通るような白色を Lているナマコですの f重名ト上マサマコ J

マナマコはその体色によって赤なま二、青なまこと U、Fぴ分け

たりしますが、このfi，'，]イ本はまったく違います。これはアルピ

ノと呼ばれる、遺伝的な理由によって色素がワ〈られない 佃

イ本です 様々なチき物でアルピノは出現しますが、ナマコの

アルビノは大変珍しく、非常に折、暗で 90 きっとこのわたも

真 っ白だと思いますが、味の方はどうなので Lょうか

今月の水族館セミ)-ーの講師は、松野町の虹の森公園「お

さiJ、な館」館長の?-l'村英志さんです。 採集や飼rrの唱しい裏

話を聞かせていただけることと思いますζ

毎月第3ヰ曜日時
長高水際館へ!

i場所・日時1長浜高

校 ・ 毎 月 第 3土曜日

11:00-15・。。一般公開。

1500-16:00オ℃方矢古宮セ

ミナーい鬼平自由・入食IJ

無料

Eお問い合わせ3長浜

高等学校(告52-1251 ) 手前:アルビノ、奥:普通のマナマコ

~プj

j聖法な高金利で貸し什け 返済が遅れゐ主、本人だけで、なく、開め先

や親せきにまで押し掛け、脅迫まがいの取り立てをする…。

iO 9 0金量制と呼ばれる違む、な金融業者によるもが全国に広がっ

ています。 携帯電話の番号しか明かさず、正体がつかめない iO9 0金
目白は、取り締まるのも難しいのが現状です。被害に遭わないための最

大の防衛策は、その千11を知 i)、利用しないこと

利用しないLとが
一番の防簡襲

Aヰ-A 1 B制-eei
J美浜高絞お自主

9 



3月15日--4月14日

事、しのzクルシダー
日 曜日 行事名 場所 時間

15 土 長高水族館開館日 長浜高校 11 :00-15:00 

16 日 長浜町消防出初式 長浜中学校 9:30-

17 月 長浜中学校卒業式 長浜中学校

18 火 不用犬・不用ねこ回収日

19 水 びん・缶収集日

20 木 社会保険事務所出張相談日 商工会 9:00-11:30 

21 金 有害ごみ収集日

町体育館 9:10-11:00 
側西国興産長浜P11 :30-13:001 

24 月 献血 C工場
JA長浜中央支所 14:00-15:00 
ショッ J~- ^'長浜庖 15:30 -16:30 

25 火 町内小学校卒業式 町内各小学校

26 水
ベッ トボトル・発泡スチ

ロール収集日

28 金 粗大ごみ収集日

4/1 火 不用犬・不用ねこ回収日

2 水 びん ・缶収集日

4 金 古紙・紙パック収集日

8 火
町内小学校入学式・

町内各小学校
始業式

長浜中学校入学式・
長浜中学校

9 7)< 
始業式

ベッ トボトル ・発泡スチ

ロール収集日

10 木 社会保険事務所出張相談日 商工会 10:00-15:30 

11 金 燃やさないごみ収集日

3月は、別名円か生」という。そのほか花月、嘉月、桜月、花見月

など30通りぐらいの呼び方がある。「やよい」という呼び方は、すべ

ての草木が、春の暖かい陽気に恵まれて、「弥生(いやおい)育つJ
(ますます成長する)、という意味からきているといわれている。

また、 3月は、春の彼岸の月である。「寒い暑いも彼岸まで」とい

い、このころから春暖の気が定まる 。 18 日 ~24日の 7 日間を彼岸とい

い、春分の日を彼岸の中日とする。

古来日本では、春秋2度の季節につき、仏典にちなんで供養などが

行われているが、本来、仏典でいう彼岸には、此岸(現世)に対する

別次元的世界を示す深い意味がこめられている。

だから、彼岸の季節においては、単なる仏典的供養にとどまらず、

別次元の他世界を思い、まったく現世的拘束のない、人それぞれの自

由な立場で考えてみることも必要である。

それ故に、 3月を期して学業を終え、これからいよいよ社会に巣立

つ若者は、せめて汚濁と不自由に満ちたこの此岸に、新たな彼岸を招

きょせる意気と理想が欲しいと思う。人間の社会に、常に新風をもた

らすのは若人である。長い年月を学園で学んだ若人が、いよいよ学業

を終えて社会に羽ばたくこの3月は、いかなる年においても最も希望

と夢に満ちた月であるといえる。

しかし、この不況の世の中、「希望と夢Jも小さくなってしまった

若者も多くいる。こんなときこそ「希望と夢Jを捨てず、にがんばって

行こうではないか。
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人口・世帯数のうごき

1月末現在 育可月とσコ上ヒヰI支

9，418人 9人減

A にl (男 4，453人) (男 6人減 )

女 4，965人 女 3人減 | 

世帯数 3，588・世帯 1世 帯増
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